
（別紙３）

～ 令和7年　２月　15日

（対象者数） 12人 （回答者数） 12人

～ 令和7年　2月　15日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ミーテイングや朝礼・終礼時でも再確認で情報の共

有を図りたい。

2

・定期的に掲示物の張替えを行うことで、児童が変化

に気づき意識づけにつながるようにしていきたい。

3

・けがにつながるような場所はないかと施設内の点検

の頻度を増やしたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・他の事業所や検索などで情報を集め、当事業所に通

所している児童にあった活動を計画し、活動の目的や

効果などを職員間でも共有しながら支援していくこと

が必要だと思う。

2

・上司や事業主への設備増設の提案や利用児童への使

い方の指導。

3

○事業所名 多機能型支援事業所すてっぷ（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7年　1月　27日

○保護者評価有効回答数

令和7年　1月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
７年　2月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・活動内容の固定化が気になっている。 ・活動のバラエティーが少ない。

・洗面所やトイレの数が少ない。 ・利用児童数が増えたため。

・職員間で利用児の情報共有を密に行っている。 ・園や保護者からの情報は早い段階で児発管や他の職員

と共有して、他の職員が持っている情報と総括しながら

支援に役立てている。

・利用児童が事業所で行動の見通しが立てられるように

流れや行動の掲示物を貼り視覚的配慮を行っている。

・状況が理解しやすいように、わかりやすい言葉やイラ

ストなどを用いて作成している。

・掃除が行き届いており、段差が少なく行動しやすい。

柱や棚などけがにつながるような場所にクッション材を

貼っている。

・整理整頓に努めている。

事業所における自己評価総括表公表


